


















































































ふる書」を発表したあと、子規は本格的に短歌の実作に励むようになる。過度期ゆえか、伝統和歌の尾をひく作品もあ が、おや、これはと目を見張るの やはり子規自身の日常生活を素材とする歌だ 古人によ 詠まれることのなかった心情や物象、短歌にとっていま 拓
ひら
かれていない世界が、いよいよ前















て歌題にえらんだだけなら、何 ない歌なのかもしれない。だが、子規が病臥のひとで、畳すれすれの高さから仰角ぎみ視線を外界に投じていることを思えば、胸に迫って ものがちがう。ほどなくして子規 、介添えなしに 寝返りひとつ打てない身となる。連作「ガラス窓」か 漂ってくるのは、むしろ生の悲哀のようなものだ。　
最晩年の二年半あまり、病室のガラス戸を介して、子規は外
界と接すること できた。 にとって、透かし見る外の世界は、懐かしさに近 思い さそう。上野の森も庭の草花も 子規の歌では、心なしか、異郷のように距離をおいて がめらている。おそらくそれは、外界と自身とのあいだに横たわる距離がゼロになる日は永遠に来ないと、そんな予感にたえず囚われていたからだろう。　
村尾氏も指摘しているし、忘れてはならないのは、 「病牀六









それをみつめていた子規が、いつの間にかカラスにみつめられているという構図。つまりガラス窓とい 透明な仕切りを介して、みつめる主体とみつめられる客体とが、くるりと入れ替わったのだ。いともさりげなく詠 でいるが、 戸の内に見えたのは 病み臥した、ふた目と見られ おのれの姿でなかったか。こんな飄々と風に吹かれるように、それも一抹の
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ユーモアを添えて詠むのは、並大抵ではない。　
子規の類いまれな才能、それは自分を離れて自分を見るとい
うことだった。子規はおそらく気づいていたのだ。おのれを苛む病苦も、何者かの眼を借りて、適当な距離を置いてながめれば、そこにはある種の〈可笑しみ〉が生まれるということに。カラスに鳴かれたという短歌は可笑しい。可笑しくて、でも哀しい。親友であった夏目漱石が、小説第一作の着想の種としてそのまま拝借したといわれても、おもわず納得してしまいそである。歌集『竹乃里歌』をひ とくと、 こんな子規独特のユーモアも、たびたび顔をのぞかせる。　
最後に申し添えておく。村尾氏による勘所を押さえた注釈が
とてもよかった。あらゆる古典に目配りできる浩瀚な知識。語釈の、一言一句にいたるまで 考え抜かれた言葉づかい。まさにこれこそ〈中世和歌研究者〉の真骨頂であ と思った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（住岳夫）
